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　Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は
、
国
が
推

進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
児
童
生
徒
一
人

１
台
の
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
合

わ
せ
た
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
教
育
実

践
と
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
教
師
、
児
童
生
徒
の
力
を
最
大

限
に
引
き
出
す
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　日
本
は
諸
外
国
に
比
べ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
遅
れ

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
現
場
に

お
い
て
も
同
様
で
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
時
代

に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
成

す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
基
盤
と
し
た
先
端

技
術
を
効
果
的
に
活
用
し
、
基
礎
的
な
力
を

確
実
に
習
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
必
要
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
と
は

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

パ
ソ
コ
ン
、
電
子
黒
板
な
ど
、
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
効
果
を
発
揮
す

る
も
の
を
言
い
ま
す
。
で
は
、
一
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
あ
る
と…

。

◆
一
斉
学
習…

一
人
ひ
と
り
の
反
応
が
把
握

　で
き
、
き
め
細
や
か
な
指
導
が
可
能
と
な

　り
ま
す
。

◆
個
別
学
習…

同
時
に
別
々
の
内
容
を
学
習

　で
き
る
よ
う
に
な
り
、
一
人
ひ
と
り
に
あ

　っ
た
学
習
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

◆
グ
ル
ー
プ
学
習…

お
互
い
の
考
え
を
Ｉ
Ｃ

　Ｔ
機
器
で
す
ぐ
に
共
有
、
意
見
交
換
が
可

　能
と
な
り
、
多
様
な
意
見
に
も
触
れ
ら
れ

　ま
す
。

な
ぜ
今
、

   

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
必
要

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
で

　
　
　
　
　 
教
育
は
ど
う
変
わ
る

　町
で
は
、
少
子
高
齢
化
、
労
働
人
口
減
少

な
ど
が
進
む
中
、
町
を
持
続
し
て
運
営
し
て

い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に

い
ち
早
く
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え
、

昨
年
４
月
に
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
室

を
新
設
し
ま
し
た
。

　進
化
す
る
情
報
技
術
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
職
員
の
育
成
を
図
り
、
今
後
変
化
し
て
い

く
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
、
医
療
・
教
育
・
福
祉
な
ど
の
垣
根
を

越
え
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
町
の
総

合
発
展
計
画
に
も
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲
げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

デ
ジ
タ
ル
化
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
推
進
室
の
新
設

　現
在
町
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

の
事
例
を
示
し
た
共
有
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に

よ
る
先
生
や
児
童
生
徒
へ
操
作
研
修
な
ど
を
、

授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
ん
で
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
担
当
の
先
生
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
業
者
、
町
教
育
課
で

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う

な
教
育
支
援
ア
プ
リ
が
必
要
に
な
る
か
、
そ

し
て
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
が
効
果
的

な
の
か
な
ど
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
授
業
を
展
開

まずは教育から
～ふながたのデジタルファースト～

新たな社会
Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0
　仮想空間（サイバー空間）と
現実空間（フィジカル空間）を
高度に融合させたシステムに
より、経済発展と社会的課題
の解決を両立する、人間中心
の社会のことを言います。

Ｓｏｃｉｅｔｙ4.0
　　　　　情報社会

Ｓｏｃｉｅｔｙ1.0
　　　　　　　狩猟社会

無線ＬＡＮ
アクセスポイント

電子黒板

タブレット端末

ICT支援員
　佐藤  周作さん

　
国
が
推
進
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
に
基
づ
き
、
町
で
は
今

年
の
１
月
に
、
小
中
学
校
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
一
人
１
台
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
実
際
に
生
徒
た
ち
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
に
取
り
、
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
町
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
と

も
に
、
今
後
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
、
ど
の
よ

う
に
授
業
に
活
用
さ
れ
て
い
く

の
か
を
探
り
ま
す
。

Ｓｏｃｉｅｔｙ3.0
　　　　　工業社会

Ｓｏｃｉｅｔｙ2.0
　　　　　　農耕社会
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